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はじめに：生成 AI という両刃の剣 

 

生成 AI は、ビジネスの効率化と創造性の飛躍的な向上を約束する一方で、その利用に

は法的、倫理的、そして企業の評判に関わる複雑なリスクが伴います 1。特に、AI によ

って生成された画像やその他のコンテンツを、社外向けの資料、ウェブサイト、動画、

広告などで公開する行為は、知的財産権の侵害、個人情報や機密情報の漏洩、そして誤

情報の拡散といった深刻な問題を引き起こす可能性があります。 

本レポートは、企業が生成 AI によって作成された画像を外部に公開する際に直面する

多岐にわたる注意点を、法的・実務的観点から網羅的に解説するものです。日本の著作

権法の基本原則から、主要な AI サービスプロバイダーの利用規約、国際的な規制動

向、そして具体的な企業内ガバナンス体制の構築に至るまで、この新たなテクノロジー

を責任を持って活用するための必須知識を提供します。本ガイドが、リスクを適切に管

理し、生成 AI の恩恵を最大限に享受するための一助となることを目的とします 2。 

 

第 1 章 法的基盤：日本の知的財産権法をナビゲートする 

 

生成 AI コンテンツの公開に伴うリスクを理解する上で、まず日本の法律がそれをどの

ように扱っているかを知ることが不可欠です。この章では、著作権の成立要件から侵害

の判断基準、そして肖像権や商標権といった関連する権利まで、法的枠組みの基礎を解

説します。 

 

1.1 著作者は誰か：AI 生成画像はいつ「あなたの著作物」になるのか？ 

 

 



中核となる原則 

 

日本の著作権法は、「思想又は感情を創作的に表現したもの」を「著作物」として保護

します 5。AI 自体は法的な人格を持たないため、「著作者」にはなり得ません 7。した

がって、AI が生成した画像の著作権は、それを利用した人間にのみ帰属する可能性が

あります。 

 

「創作的寄与」という試金石 

 

AI 生成物が著作物として認められるか否かは、人間の「創作的寄与」（創作的寄与）

があったかどうかにかかっています 1。 

● 寄与が不十分なケース: 「面白い話を書いて」といった単純で短いプロンプト（指

示）を与えただけでは、通常、創作的寄与は認められません 7。最小限の入力で

「生成」ボタンを押しただけで作られた画像は、人間の著作者が存在しないため

「著作物」には該当せず、パブリックドメイン（誰でも自由に利用できる状態）に

なると解釈されています 8。 
● 寄与が十分なケース: 人間の関与が深ければ、利用者に著作権が認められる可能性

が高まります。文化庁の見解によれば、プロンプトの具体性、独創性、長さ、生成

過程における試行錯誤の回数、複数の生成物からの選択という創造的な判断、そし

て生成後の大幅な加筆・修正といった要素が総合的に評価されます 6。このプロセ

スは、利用者が AI を自らの創作的表現のための「道具」として使用したことを示

すものです 10。 

 

実務上の意味 

 

創作的寄与を立証できなければ、自社が生成した「オリジナル」画像であっても著作権

による保護を受けられず、競合他社に無断で使用されるリスクがあります 1。したがっ

て、詳細なプロンプトの記録を保持し、人間による修正作業を含むワークフローを構築

することが、権利を主張する上で極めて重要です。 



 

1.2 侵害の判断基準：「類似性」と「依拠性」を理解する 

 

 

侵害を構成する二本の柱 

 

日本の著作権法において、侵害が成立するためには、原則として以下の二つの要件が満

たされる必要があります。すなわち、AI 生成画像が既存の著作物と類似しており（類

似性）、かつ、その既存の著作物に依拠して作成されたこと（依拠性）です 5。 

 

類似性（るいじせい） 

 

類似性は、アイデアそのものではなく、具体的な創作的表現が似ているかどうかで判

断されます。アーティストの「作風」や「画風」といった抽象的な概念は、著作権の保

護対象ではありません 6。侵害と判断されるのは、元となる著作物の「表現上の本質的

な特徴」が直接感得される場合です 15。 

 

依拠性（いきょせい） 

 

依拠性は、両者の因果関係を指します。後発の作品が、先行する著作物を利用して創作

されたかどうかという点です。 

● 直接的な依拠: AI 利用者が特定の著作物を知っており、意図的にそれを模倣するよ

うなプロンプト（例：「フェルメールの『真珠の耳飾りの少女』のスタイルで少女

の絵を生成して」）を使用した場合、依拠性は明白に成立します 9。 
● 推認される依拠: AI 利用においてより複雑なのがこのケースです。利用者が特定の

著作物を知らなかったとしても、AI モデルがその著作物を学習データとして利用

していた場合、依拠性が推認される可能性があります 9。これは、AI の学習データ

の内容を知ることができない利用者にとって、大きな負担となります。生成された



画像が、AI が学習した著作物と酷似している場合、裁判所は依拠性の存在を推認

し、利用者は依拠していないことを自ら証明する必要に迫られる可能性があります 
9。 

この「依拠性の推認」は、AI 利用者が直面する最大のリスクの一つです。AI 開発段階

の合法性とは無関係に、利用段階で責任が問われる根拠となるため、極めて注意が必要

です。 

 

1.3 AI の学習と著作権法第 30 条の 4：例外規定の範囲と限界 

 

 

「非享受目的」の原則 

 

20 18 年に改正された著作権法第 30 条の 4 は、柔軟な権利制限規定として知られてい

ます。この条文は、著作物に表現された思想または感情の「享受を目的としない利用」

（非享受目的）であれば、原則として著作権者の許諾なく著作物を利用できると定めて

います 9。この規定により、日本は AI の学習データ収集に関して世界で最も許容的な

国の一つと見なされています 18。 

 

例外規定の限界 

 

しかし、この例外規定は万能ではありません。 

● 享受目的の併存: 特定のクリエイターの作風を再現する目的で、そのクリエイター

の作品のみを学習させるような行為は、元の著作物の表現を享受する目的が併存す

ると見なされ、例外の対象外となる可能性があります 1。 
● 著作権者の利益を不当に害する場合: たとえ非享受目的であっても、「著作権者の

利益を不当に害することとなる場合」には適用されません 9。典型的な例として、

情報解析用に販売されているデータベースを、対価を支払わずに AI 学習に利用す

るケースが挙げられます 15。また、海賊版サイトから入手したと知りながら学習に

用いる行為も、事業者の責任を問われる可能性を高めます 9。 



 

利用者が陥る罠 

 

この学習段階での許容的な環境が、公開段階での利用者を保護するものではないとい

う点が、多くの企業が見落としがちな罠です。法律は、AI を学習させる行為と、AI を
利用してコンテンツを生成・公開する行為を明確に区別しています。たとえ AI の学習

が第 30 条の 4 の下で合法的に行われたとしても、その AI が生み出したアウトプット

が既存の著作物と類似し、依拠性が認められれば、それを利用・公開したユーザーが著

作権侵害の責任を負うことになります 14。 

この構造は、「日本は AI 開発天国だ」という安易な認識がいかに危険であるかを示唆

しています。国内法の下で事業を行う日本企業であっても、生成物の公開に関しては、

学習データの利用がより厳しく制限されている国々と同様のリスク評価が不可欠です。 

 

1.4 著作権を超えて：肖像権、パブリシティ権、商標権の保護 

 

 

肖像権 

 

肖像権は、自己の容貌などをみだりに撮影・公表されない権利であり、判例によって確

立されています 24。AI への適用はまだ新しい論点ですが、特定の個人の写真が学習デ

ータに含まれていなくても、複数の特徴が合成された結果、実在の一般人に酷似した画

像が生成された場合、その公開は肖像権侵害にあたる可能性があります 25。 

 

パブリシティ権 

 

パブリシティ権は、著名人の氏名や肖像が持つ顧客吸引力、すなわち商業的価値を保護

する権利です 1。 



● 入力と出力の区別: 著名人の氏名や写真を AI の学習目的で入力する行為自体は、

直ちにパブリシティ権の侵害とはなりません 1。 
● 生成物の商業利用: しかし、AI が生成した著名人（またはそれに酷似した人物）の

画像を広告などの商業目的で利用する行為は、パブリシティ権の侵害に該当する可

能性が極めて高いです 1。これには、特定の俳優の「スタイルで」画像を生成し、

その人物のイメージを商業的に利用することも含まれます 30。 

 

商標権・意匠権 

 

登録された商標（ロゴなど）や意匠（デザイン）を含む画像を AI が生成し、それを商

業的に利用した場合、商標権や意匠権の侵害となる可能性があります 1。これは特に、

広告やマーケティング資料を作成する際に重大なリスクとなります。 

 

第 2 章 生成の道具：主要 AI サービスプロバイダーの比較分析 

 

法的理論を理解した上で、次に目を向けるべきは、実際に使用する AI ツールそのもの

です。法的リスクは抽象的な概念ではなく、各サービスが提供する利用規約（Terms 
of Service, ToS）によって具体的に定義され、その多くが利用者に転嫁されています。

この章では、主要な画像生成 AI プラットフォームを比較し、そのリスクプロファイル

を明らかにします。 

 

2.1 利用規約の解読：所有権、商用利用、そして責任の所在 

 

 

所有権か、ライセンスか 

 

利用規約は、生成された画像の所有権が誰に帰属するかを定めています。一部のサービ



スは利用者に完全な所有権を認める一方で 31、他のサービスは利用者に広範な利用ライ

センスを与えつつ、サービス提供者自身もその生成物を使用、表示、派生物を作成する

ライセンスを保持する場合があります 10。排他的な権利を必要とするビジネスにとっ

て、この違いは決定的に重要です。 

 

商用利用の条件 

 

「商用利用」は、ほぼ例外なく有料プランに紐づけられています 31。無料プランは、多

くの場合、個人的・非商業的な利用に限定されます 31。さらに、年間収益が一定額

（例：10 0 万ドル）を超える大企業は、より高価な「Pro」や「Ente rprise」プランへ

の加入が義務付けられることがあります 31。 

 

補償の有無 

 

重要なリスク要因の一つが、AI サービス提供者が「補償」（indemnifica tion）を提供

するかどうかです。これは、利用者が生成した画像をめぐって著作権侵害で訴えられた

場合に、サービス提供者がその訴訟費用などを負担するという約束です。 

● 保護を提供するサービス: Adobe Firefly はこの点をセールスポイントとしており、

ライセンス契約済みの Adobe Stock コンテンツやパブリックドメインの素材で学

習させているため、商業的に安全であると謳っています 39。OpenAI も、企業向け

プランの顧客に対して「Copyright Shield 」を提供し、侵害訴訟から保護すること

を約束しています 40。 
● リスクを利用者に転嫁するサービス: 多くのサービスでは、生成物の利用が第三者

の権利を侵害しないことを確認する責任は全面的に利用者にあり、それによって生

じるいかなる法的結果についても利用者が単独で責任を負うと明記されています 
34。 

 

2.2 主要プラットフォームのリスクプロファイル 

 



 

Adobe Firefly  

 

「商業的に安全」を謳い文句にしており、Adobe  Stock のライセンス画像、オープン

ライセンス画像、著作権が失効したパブリックドメインのコンテンツのみを学習データ

としています 39。これにより、学習データに起因する著作権侵害のリスクを最小限に抑

える設計となっており、リスク回避を重視する企業にとっては低リスクな選択肢と言え

ます。 

 

Stable Diffusion  

 

これは単一のサービスではなく、オープンソースのモデルです。そのため、リスクは利

用形態によって大きく変動します。 

● モデル依存のリスク: Stability AI が提供する基本ライセンスでは、生成物の所有権

は利用者にあり、その利用責任も利用者が負うとされています 42。しかし、その上

で構築された無数の追加学習モデル（ファインチューンモデル）や LoRA（追加学

習ファイル）が存在し、それらのライセンスが商用利用を禁止している場合があり

ます 38。例えば、一時期人気を博した「Chillout Mix」モデルは、後にライセンス

が非商用に変更されたため、変更後に商用利用することは規約違反となります 45。 
● 利用者に求められる高い注意義務: 利用者は、プロジェクトごとに使用するモデル

や LoRA のライセンスを個別に確認し、遵守する義務を負います 38。高い柔軟性と

引き換えに、利用者自身のリスク管理能力が問われる、上級者向けの選択肢です。 

 

Midjourney  

 

● 所有権とライセンス: 有料プランの利用者は自身が作成したアセットを所有します 
10。しかし同時に、利用者は Midjourney に対し、自身のプロンプトと生成画像を

広範かつ永続的に使用するライセンスを許諾することになります 10。これは、機密

性の高いプロジェクトには受け入れがたい条件です。Pro プランで利用可能な「ス

テルスモード」は一定のプライバシー保護を提供しますが、利用規約上は画像の非



公開について「最善の努力をする」との表現に留まっています 31。 
● 不透明な学習データ: 学習データは公開されていませんが、アーティストらによる

集団訴訟では、許諾なくスクレイピング（ウェブサイトからの自動収集）された膨

大な著作物が含まれていると主張されています 47。これは、前述の「推認される依

拠性」による著作権侵害リスクが内在していることを意味します。 

 

DALL-E 3 (OpenAI/ChatGPT および Microsoft Copilot 経由) 

 

● 所有権: OpenAI の利用規約では、同社のポリシーを遵守することを条件に、利用

者が作成した出力の所有権は利用者に帰属するとされています 33。 
● 商用利用: 有料プランである ChatGPT Plus や Enterprise で生成した画像は商用利

用が許可されています 33。一方で、無料の Microsoft Copilot （旧 Bing Image 
Creator）経由で生成した画像は、より制限的なライセンス（非商用利用など）が

適用される場合が多く、注意が必要です 33。 
● 安全対策: OpenAI は、存命のアーティストのスタイルでの画像生成を拒否した

り、有害なプロンプトをフィルタリングしたりする安全対策を講じていると主張し

ています 52。しかし、これらの対策は完全ではなく、最終的な責任は利用者が負う

ことになります 54。 

AI サービス提供者は、自らが直面する学習データをめぐる大規模な訴訟（例：Getty v. 
Stability AI, Andersen v. Stability AI）のリスクを軽減するため、利用規約を一種の「リ

スク移転装置」として活用しています 47。つまり、サービス提供者自身のデータ収集方

法に起因するかもしれない侵害リスクを、法的にエンドユーザーへと転嫁しているので

す 34。この構造を理解せず利用規約に同意することは、サービス提供者の潜在的な法的

責任を、利用者が無自覚に引き受けることを意味します。したがって、サービス選択は

技術的・創造的な判断だけでなく、法務・財務的なリスク許容度の判断でもあります。

補償の有無は、このリスク構造に対する市場の直接的な反応であり、企業がサービスを

選定する際の最優先事項の一つとすべきです。 

これらのサービスは、リスクの観点から一つのスペクトラム上に位置づけることができ

ます。一方の端には、自由度は高いものの利用者の責任が極めて重い「ワイルド・ウェ

スト（開拓時代の西部）」のような Stable Diffusion が存在します 38。もう一方の端に

は、創造の自由は制限されるもののリスクが大幅に低い「ウォールド・ガーデン（壁に

囲まれた庭）」である Adobe Firefly があります 39。Midjourney や DALL-E 3 は、その

中間に位置し、洗練された体験を提供しつつも、不透明なデータと法的な注意点を抱え



ています 10。企業のツール選択は、そのリスク許容度と具体的な用途に厳密に整合させ

る必要があります。 

 

表 1：主要画像生成 AI サービスの比較分析 

 

AI サービス 生成物の所有

権 
商用利用権 学習データの

透明性 
補償の提供 主要なリスク

要因 

Midjourney  利用者が所有

（ただし、

Midjourney
への広範なラ

イセンス許諾

が必須） 31 

有料プランで

許可 31 

不透明・非公

開 47 

なし 機密性の高い

プロジェクト

には不向きな

ライセンスバ

ック。学習デ

ータ由来の侵

害リスク。 

Stable 
Diffusion 
(基本モデル) 

利用者が所有

（ただし、利

用する追加学

習モデルのラ

イセンスを要

確認） 42 

モデルのライ

センスに依存 
38 

オープンソー

スだが、追加

学習モデルは

多岐にわたる 

なし 利用者による

モデルごとの

ライセンス確

認が必須。デ

ューデリジェ

ンスの負担が

大きい。 

DALL- E 3 
(ChatGPT
経由) 

利用者が所有 
33 

有料プランで

許可 33 

不透明・非公

開 
Enterprise
プラン顧客に

「Copyright 
Shield」を提

供 40  

プラットフォ

ームの利用規

約・ポリシー

違反のリス

ク。無料版で

の商用利用は

不可。 

Adobe 
Firefly  

利用者が所有 
39 

全てのプラン

で許可 
Adobe Stock
のライセンス

画像、パブリ

ックドメイン

等 39 

あり 侵害リスクは

低いが、

Adobe のエ

コシステムに

依存。 



 

第 3 章 グローバルな文脈：国際規制と画期的な訴訟 

 

オンラインでコンテンツを公開するということは、日本の法律だけでなく、グローバル

な法規制の対象となることを意味します。特に、米国と欧州連合（EU）の動向は、日

本企業にとっても無視できない影響を及ぼします。これらの地域の法制度は、日本のも

のより厳格な側面が多く、グローバルなコンプライアンス戦略を立てる上で不可欠な知

識となります。 

 

3.1 欧州連合（EU）の AI 法：透明性、オプトアウト、そして域外適用 

 

 

リスクベースのアプローチ 

 

EU AI 法は、AI システムをそのリスクレベルに応じて分類し、異なる義務を課す包括

的な規制です 59。 

 

生成 AI に対する主要な義務 

 

● 透明性の義務: 生成 AI システムは、生成したコンテンツが AI によるものであるこ

とを開示しなければなりません 59。これは一部のサービスプロバイダーが自主的に

設けているポリシーとも一致します 1。 
● 著作権法の遵守: サービス提供者は、EU の著作権法を尊重するための社内ポリシ

ーを整備・実行する義務を負います。これには、権利者が機械判読可能な形式

（例：robots.txt ファイル）でテキスト・データマイニング（TDM）を拒否する意

思表示（オプトアウト）をしている場合、これを尊重することが明確に含まれます 
61。 

● 学習データの要約の公表: 提供者は、学習に使用したコンテンツについて「十分に



詳細な要約」を作成し、公に利用可能にしなければなりません 59。これは、多くの

現行サービスが採用している不透明な慣行からの大きな転換を意味します。 

 

域外適用 

 

EU AI 法は、事業者の所在地や AI の学習場所を問わず、EU 市場に製品やサービスを提

供するすべての AI 提供者に適用されます 61。これは、日本企業が EU 向けのビジネス

で AI 生成コンテンツを使用する場合、これらの厳格な規則に従う必要があることを意

味します。この「グローバル・コンプライアンスの罠」は、多くの日本企業が認識して

いない重大なリスクです。自社の所在地が日本であっても、コンテンツの閲覧者が EU
にいれば、EU 法の適用を受ける可能性があるのです。したがって、外部公開するコン

テンツについては、最も厳しい規制（現時点では EU AI 法）を基準とした「最高水準

のコンプライアンス」を目指すことが、国際的な法的トラブルを回避する唯一の道筋と

なります。 

 

3.2 米国の「フェアユース」を巡る攻防：主要訴訟からの教訓 

 

 

「フェアユース」ドクトリン 

 

日本の特定の例外規定とは異なり、米国では著作物の無許諾利用が許されるかどうか

は、曖昧で事例ごとに判断される 4 つの要素からなる「フェアユース」テストに委ね

られます 19。その要素とは、(1)利用の目的と性格、(2)著作物の性質、(3)利用された部

分の量と実質性、(4)利用が著作物の潜在的市場または価値に与える影響、です 65。 

 

Andersen et al. v. Stability AI, Midjourney, and DeviantArt （アーティスト訴訟） 

 

● 中核的な主張: アーティストたちは、自らの作品が無断で AI モデルの学習に使用



され、AI が特定のアーティストの「スタイルで」画像を生成する能力は、著作権

侵害およびその他の権利侵害にあたると主張しています 47。 
● 裁判所の判断: 裁判所は、Stability AI が学習目的で画像を複製・保存したという主

張に基づき、直接的な著作権侵害の訴えは進行を認めました 69。一方で、生成物が

「二次的著作物」にあたるという主張は、生成物が元の作品の直接的なコピーでは

ないため、立証がより困難であると示唆されています 47。この訴訟は、著作権法で

は保護されにくいアーティストの「スタイル」をいかに法的に保護するかという、

新たな論点を浮き彫りにしています 70。 

 

Getty Images v. Stability AI （ストックフォト訴訟） 

 

● 中核的な主張: Stability AI が、Getty Images のデータベースから 1200 万点以上

の画像をライセンスなく複製し、Stable Diffusion の学習に利用したとされていま

す 72。AI が生成した画像の中に、歪んだ Getty Images のウォーターマーク（透か

し）が含まれていることが、直接的な複製を示す有力な証拠として挙げられていま

す 73。 
● 示唆: この訴訟は、商業データベースのスクレイピングの合法性に真っ向から挑戦

するものであり、フェアユースの第 4 要素である「市場への影響」に関する重要

な判例となる可能性があります 70。 

 

Thaler v. Perlmutter （AI 著作者訴訟） 

 

● 中核的な判断: 米国裁判所は、人間の創造的関与なしに AI が完全に自律的に生成

した作品は、著作権保護の対象とはならないと明確に判断しました 74。これは、日

本でも見られる「創作的寄与」の基準を裏付けるものであり、知的財産権を確保す

るためには人間の関与が不可欠であることを示しています。 

これらの訴訟は、単なる個別の紛争ではありません。これらは AI サービス提供者の企

業ポリシーを形成する主要な駆動力となっています。OpenAI の「Copyright Shield 」
40 は 

New York Times v. OpenAIのような訴訟の脅威への直接的な対応策であり、Adobe の

「商業的に安全な」Firefly 39 は、Stability AI が直面する法的な泥沼を回避するための



戦略的ビジネスモデルです。DeviantArt のポリシー変更も、ユーザーの反発と訴訟が

直接的な原因でした 68。将来のリスクを予測するためには、法律を読むだけでなく、現

在進行中の訴訟を注視することが不可欠です。今日の訴状で争われている論点が、明日

の利用規約や新機能となるのです。 

 

3.3 比較スナップショット：日本 vs. 米国 vs. EU 

 

● 学習段階: 日本が最も許容的（非享受目的）20。EU は中程度（権利者によるオプト

アウトが可能）61。米国は最も不確実（ケースバイケースの「フェアユース」判

断）19。 
● 生成・利用段階の侵害: 3 つの法域すべてで、最終的な生成物に関する侵害判断は

「類似性」と「依拠性」という同様の基準が適用されます 9。 
● 著作者性: 3 つの法域すべてで、著作権保護の対象となるためには人間の著作者、

または創造的な関与が必要です 7。 

 

第 4 章 企業行動のフレームワーク：ガバナンスと実践的リスク軽減

策 

 

法理論とリスク分析を、企業が直ちに実行可能な具体的な行動計画へと転換することが

この章の目的です。抽象的な議論から脱却し、日々の業務に組み込めるガバナンス体制

と実践的なチェックリストを提示します。 

 

4.1 企業 AI ガバナンスポリシーの構築 

 

 

なぜ不可欠か 

 



公式なポリシーがなければ、企業は一貫性のない利用、意図しないデータ漏洩、そして

法規制違反のリスクに晒されます 2。責任ある形で AI 活用を拡大するためには、明確

なフレームワークが不可欠です 60。 

 

AI ガバナンスポリシーの主要構成要素 

 

● 目的と範囲の定義: どの AI ツールが承認され、どの部署で、どのような目的

（例：マーケティング用の試作品制作か、最終的な製品デザインか）に使用できる

かを明確に規定します 87。 
● 役割と責任の確立: 法務、IT、セキュリティ、事業部門を含む部門横断的な AI ガバ

ナンス委員会を設置し、ツールの審査、利用者トレーニング、インシデント対応の

責任者を定めます 60。 
● 倫理原則の制定: 公平性、透明性、説明責任、プライバシー保護といった倫理原則

を文書化します 83。これには、有害なステレオタイプや偏見のあるアウトプットを

避けるというコミットメントも含まれます。 
● データ取扱規則の策定: 個人を特定できる情報（PII）や企業の機密情報（企業秘

密、財務データ、ソースコードなど）を、パブリックな AI ツールに入力すること

を明確に禁止します 1。 
● コンプライアンスと監査: AI の利用状況を定期的にレビュー・監査し、社内ポリシ

ーや変化する法律への準拠を確認するプロセスを定めます 85。 

 

4.2 公開利用のための実践的チェックリスト：プロンプトから公開まで 

 

このチェックリストは、法務部門が作成したポリシーを、マーケティングやデザインと

いった現場のチームが日々の業務で実行するための具体的なワークフローです。AI ガ
バナンスは、法務部の棚に眠る文書ではなく、運用上の現実でなければ意味がありませ

ん。 

● ステップ 1：ツールとモデルの選定 
第 2 章のリスク分析に基づき、用途に適したツールを選択します。注目度の高い

商業利用では、学習データが透明で法的補償が提供されるツール（例：Adobe 
Firefly, OpenAI の Enterprise プラン）を優先します 39。Stable Diffusion のよう



なオープンソースツールを利用する場合は、使用する特定のモデルのライセンスを

徹底的に文書化し、検証します 38。 
● ステップ 2：「クリーン」なプロンプトエンジニアリング 

○ 直接的な参照の回避: 特定のアーティスト、キャラクター、著作物の名称を含

むプロンプト（例：「スタジオジブリ風」「ミッキーマウスの写真」）は使用

しません 1。これは二次的著作物を意図的に作成しようとする行為であり、明

確な「依拠性」を成立させます。 
○ 抽象的な概念に集中: スタイル、雰囲気、構図、技法といった、記述的で抽象

的な言葉を用いることに注力します（例：「夕暮れの港を描いた、鮮やかで印

象派風の油絵」）99。 
● ステップ 3：「創作的寄与」の確保 

○ プロセスの文書化: プロンプト、試行錯誤の過程、意思決定のプロセスを記録

します。この記録は、万が一自社の著作権が争われた際に「創作的寄与」を証

明する証拠となり得ます 6。 
○ 修正と洗練: 生成された画像をそのまま使用せず、積極的に修正・改良を加え

ます。最善の方法は、AI 生成画像をより大きな作品のベースや構成要素として

利用し、人間が創作した要素（グラフィックデザイン、テキスト、写真合成な

ど）を大幅に加えることです 1。これにより、著作者としての主張が強化され

ます。 
● ステップ 4：公開前のデューデリジェンスと類似性チェック 

○ 人間によるレビューは必須: 外部に公開する前には、必ず人間が生成画像をレ

ビューし、潜在的な問題がないかを確認します 57。 
○ 侵害の有無を確認: 画像が著名なアート作品、キャラクター、実在の人物に類

似していないかを評価します 26。一次的なチェックとして、リバースイメージ

検索ツール（例：Google レンズ）を活用します。リスクの高い用途では、専

門の画像類似性チェックツールの利用も検討しますが、これらも万能ではない

ことを理解しておく必要があります 10 3。 
○ 意図しない要素の確認: 歪んだロゴやウォーターマーク（Getty の事例な

ど）、その他、AI が保護されたソースから複製した可能性を示唆するような痕

跡がないかを確認します 73。 
● ステップ 5：透明性と開示 

○ プラットフォーム規則の遵守: OpenAI などの一部のプラットフォームは、特定

の文脈においてコンテンツが AI によって生成されたものであることを開示す

るよう求めています 1。 
○ 信頼の構築: 法的に義務付けられていない場合でも、「AI 支援」「AI 生成」と

いったラベルを付与することを検討します。これは視聴者との信頼を構築し、



問題が発生した際のレピュテーションダメージを軽減する効果があります 59。

責任ある倫理的な利用姿勢を示すことにも繋がります。 

 

4.3 機密情報の管理：情報漏洩の防止 

 

 

中核となるリスク 

 

従業員が企業の機密データ（例：製品計画、ソースコード）や顧客の個人情報をパブリ

ックな AI ツールに入力し、そのデータが将来のモデル学習に使用され、結果として他

の利用者に漏洩するリスクがあります 1。 

 

軽減戦略 

 

● 明確な禁止: AI ポリシーにおいて、機密情報や個人情報をパブリックな AI モデル

に入力することを一切禁止する規則を設けます 28。 
● セキュアな企業向けツールの利用: 入力データが学習に使用されず、暗号化される

ことが保証されている企業向け AI ソリューション（例：ChatGPT Enterprise, 
Azure OpenAI Service）を利用します 108。 

● 従業員教育: 何が機密情報にあたるのか、そしてそれを AI ツールに入力することの

リスクについて、定期的な研修を通じて従業員を教育します 84。サムスン電子で発

生したソースコード漏洩事件は、研修で用いるべき強力なケーススタディです 94。 

著作権を確保するための「創作的寄与」の法的要件 7 と、侵害やバイアス、ハルシネー

ション（もっともらしい嘘の出力）を検知するための人間によるレビューの技術的必要

性 100 は、同じ結論を指し示しています。すなわち、完全に自動化された AI コンテン

ツ生成パイプラインは、法的にも評判の面でも極めて無謀であるということです。企業

は、着想、洗練、最終レビューといった重要なチェックポイントで人間の介入を 

義務付けるように AI ワークフローを設計すべきです。この「ヒューマン・イン・ザ・

ループ（人間参加型ループ）」は、最適化によって排除すべきボトルネックではなく、



法的コンプライアンスと品質管理の両方を担保する中核的なリスク軽減戦略なのです。 

 

第 5 章 技術の最前線：新たな解決策と将来展望 

 

現在の法的・政治的な解決策だけでなく、AI コンテンツの未来を形作る技術的・市場

的な対応に目を向けることが、長期的なリスク管理には不可欠です。この章では、コン

テンツの来歴を証明する技術や、クリエイター経済圏からの対抗策について探ります。 

 

5.1 来歴の確立：C2PA とデジタルウォーターマーキングの役割 

 

 

来歴の問題 

 

デジタルコンテンツの根本的な問題は、その出所や編集履歴を検証することの困難さで

す。この問題は、説得力のある偽情報（ディープフェイク）を生成できる AI によっ

て、さらに深刻化しています 110。 

 

C2PA (Content Provenance and Authenticity のための連合) 

 

Adobe や Microsoft などが共同で設立したオープンスタンダードで、コンテンツの検

証可能な「デジタル栄養成分表示」を作成することを目的としています 113。 

● 仕組み: 「コンテンツクレデンシャル」と呼ばれるメタデータをファイルに安全に

埋め込み、誰が、どのツール（AI を含む）で、いつ作成し、その後どのような編

集が加えられたかを記録します 112。この情報の真正性は、暗号技術を用いたデジタ

ル署名によって保証されます 113。 
● 採用状況: Adobe（Photoshop, Firefly ）、Google（検索, YouTube）、カメラメー

カー（Leica, Sony）といった主要企業が C2PA を導入しており、業界標準化への



動きが加速しています 115。 

 

デジタルウォーターマーキング（電子透かし） 

 

● 可視型と不可視型: ウォーターマークには、ロゴのように目に見えるものと、画像

のピクセルデータやテキストの統計的パターンに埋め込まれる不可視のものがあり

ます 119。 
● AI によるウォーターマーキング: AI 技術を用いることで、圧縮、トリミング、そ

の他の編集に耐えうる、非常に堅牢で知覚できないウォーターマークを作成できま

す 41。一部の技術では、拡散モデルの潜在空間や初期ノイズにウォーターマークを

埋め込むことで、生成プロセスと不可分なものにしています 122。 
● 目的: ウォーターマークは、コンテンツが AI 生成であることを示すと同時に、特定

のモデルや利用者にまで遡って追跡することを可能にし、知的財産保護や不正利用

の検知に貢献します 41。 

 

限界 

 

これらの技術も万能ではありません。ウォーターマークは攻撃によって除去される可能

性があり、C2PA は対応ツールでなければ機能せず、またコンテンツの「真実性」では

なく「来歴」を証明するに過ぎません 41。 

 

5.2 クリエイター経済圏の対抗策：防衛ツールと報酬モデル 

 

 

アーティストのための防衛ツール 

 

望まないスクレイピングに対抗するため、アーティストが自らの作品を守るためのツー

ルが登場しています。 



● Glaze と Mist : これらのツールは、画像に微細な「クローキング（偽装）」を施し

ます。人間には正常に見えますが、AI モデルにとってはピクセルデータが歪んで

見えるため、アーティストのスタイルを正確に学習することを妨げます 129。 
● プラットフォームレベルの保護: DeviantArt や「Oneup」のようなプラットフォー

ムは、スクレイピングをブロックしたり、「noai」タグを自動付与したりする機能

を実装していますが、その実効性については議論があります 78。 

 

報酬モデル：「データライセンス」への転換 

 

● 問題: クリエイターは、自らの作品が許諾も報酬もなく商業的な AI モデルの学習に

利用され、労働の価値が貶められていると感じています 71。 
● 解決策: プラットフォームが自らのユーザー生成コンテンツを AI 企業にライセンス

供与し、その収益を元のクリエイターに分配するという新しいビジネスモデルが生

まれつつあります。これにより、AI 企業は合法的に高品質なデータを調達でき、

クリエイターは対価を得ることができます。 
● 事例: Adobe Stock は、Firefly の学習に作品が使用されたコントリビューターに報

酬を支払っています 39。note は、ライターが自身のテキストを AI 学習用にライセ

ンス提供することに同意（オプトイン）すれば、収益の一部を受け取れる仕組みを

導入しました 131。これは世界的な潮流であり、Reddit や Stack Overflow も同様の

モデルを追求しています 131。 

法律や裁判所の動きは緩やかですが、市場は法的・倫理的な空白を埋めるための解決策

を急速に生み出しています。「商業的に安全な」モデル、クリエイターへの報酬モデ

ル、そして防衛ツールはすべて、市場主導の対応です。法的な確実性を待つのではな

く、こうした市場発の解決策（ライセンスデータに基づくモデルの利用や、報酬エコシ

ステムへの参加など）を積極的に採用することが、単に法律や判決を待つよりも、より

機敏で効果的なリスク管理方法と言えるでしょう。 

 

5.3 変わりゆく情勢：法改正と進行中の訴訟の監視 

 

● 法改正の動き: 法的状況は常に変動しています。日本では継続的に法改正の議論が

行われ 9、EU AI法は段階的に施行されます 59。米国でも新たな法案や大統領令が



次々と出ています 41。最新情報を常に把握することが不可欠です 93。 
● 裁判所の動向を注視: NY タイムズ、Getty、Andersen などが関わる主要な訴訟の

結果は、業界の今後を長年にわたって方向づける強力な判例となるでしょう 56。ま

た、新たな法的論点を提起する新しい訴訟も絶えず提起されています 49。 
● 将来を見据えた対応: 企業の AI ポリシーは、新たな法律、判決、技術の登場を反

映して定期的に更新される「生きた文書」でなければなりません 10 7。 

C2PA や堅牢なウォーターマーキングといった技術が主要なテック企業やメディアによ

って広く採用されることで、デジタルエコシステムは、検証可能で信頼できる来歴を持

つコンテンツと、そうでないコンテンツの二つに分かれていくでしょう。時間が経つに

つれて、検証されていないコンテンツはプラットフォーム、検索エンジン、そして一般

市民からますます懐疑的に扱われるようになります。企業にとって、これらの技術を通

じてコンテンツの真正性を証明することは、信頼性の証となり、競争上の優位性となる

はずです。これらの標準を無視することを選択すれば、自社のコンテンツを「信頼でき

ない」カテゴリーに追いやることになり、評判を損なう結果を招きます。 

 

第 6 章 結論と戦略的提言 

 

本レポートで詳述してきた法的、技術的、倫理的リスクを統合し、経営層が取るべき戦

略的な行動指針を提示します。 

 

6.1 中核リスクの要約：経営層向けレビュー 

 

企業が直面する主要なリスクベクトルは以下の通りです。 

● 法的責任: 著作権、商標権、肖像権・パブリシティ権の侵害。リスクは利用者の行

動とコンテンツの公開地域によって決定される。 
● レピュテーション（評判）リスク: 非倫理的なデータ収集、偏見や有害なコンテン

ツの生成、誤情報の拡散といった行為との関連付けによるブランドイメージの毀

損。 
● データセキュリティ: パブリックな AI ツールの不適切な使用による、企業の機密

情報や個人情報の漏洩。 



● 知的財産の喪失: 創作的寄与の不足により、自社で生成した AI コンテンツに対す

る著作権を確保できず、他者に自由に利用されるリスク。 

 

6.2 責任ある AI 導入のための戦略的必須事項 

 

● 積極的なガバナンスの推進: AI ガバナンスを、コンプライアンス上の障害ではな

く、責任あるイノベーションを可能にする戦略的要素として位置づける 60。 
● 透明性の優先: AI の利用について顧客や社会に対して透明性を保ち、信頼を構築す

る。また、社内チームに対してもポリシーとリスクを透明化する 106。 
● 最も厳格な基準の採用: グローバルなデジタル世界においては、最も厳格な適用法

規（現時点では EU AI法）に社内ポリシーを整合させ、普遍的なコンプライアンス

を確保する。 
● 人材への投資: 「ヒューマン・イン・ザ・ループ」は最も重要なリスク管理要素で

ある。従業員のトレーニングに投資し、彼らが AI 関連リスクに対する第一の防衛

線となるようエンパワーメントする 90。 

 

6.3 リスク回避とイノベーションを両立させるための最終提言 

 

1. 「商業的に安全な」ツールの利用を義務化する: すべての外部向け、特に注目度の

高い商業コンテンツについては、法的補償を提供し、ライセンス許諾済みまたはパ

ブリックドメインのデータで学習された AI サービスの利用を義務付ける。 
2. 厳格な「プロンプトから公開まで」のワークフローを導入する: 第 4.2 章で概説し

た複数ステップのチェックリストを、コンテンツ制作プロセスにおける交渉の余地

のない必須事項として形式化し、徹底する。 
3. 中央集権的な AI ガバナンス委員会を設置する: 新しいツールの審査、AI ポリシー

の更新、コンプライアンスの監督を担当する、公式かつ部門横断的な組織を設立す

る。 
4. すべての機密情報のパブリック AI への入力を禁止する: 企業独自の情報を扱う業

務にはセキュアな企業向け AI ソリューションを導入し、そのようなタスクでのパ

ブリックツールの使用を厳格に禁止する。 
5. 技術的・法的状況を継続的に監視する: 主要な訴訟、法改正、C2PA のような新技

術の動向を追跡する責任者を任命し、少なくとも年に一度、または重大な進展があ



った場合に企業ポリシーを更新する体制を構築する。 
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